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    会長 鈴木 末一 

建築や環境デザインなどを専攻

する全国の大学生による「建築学生ワークショ

ップ」が 9 月 20 日、東大寺で開かれた。奈良

県景観・自然環境課と森林整備課から当会に素

材提供など支援要請があり、景観グループと里

山グループが対応した。 

 このワークショップは、学生がキャンパスを

離れて開催地に滞在し、地域の特殊性を課題に

体験学習する。今回は全国の大学工学部建築学

科の 25 名が８班に分かれて参加。国内外で活

躍する建築家の指導と建築エンジニアリングの

合宿指導を受け、東大寺の景観にマッチする新

鮮で小さな建築物８体を制作、展示した。 

 地域協力型の公開プレゼンテーション（情報

伝達手段）として、ＮＰＯ法人が 2001 年から

続けてきた。2010 年度の第 10 回は平城遷都

1300 年祭事業として開かれ、考古遺跡として

日本初の世界文化遺産に指定された平城宮跡が

会場に選ばれた。2016 年は、公開直前のキト

ラ古墳と国営飛鳥歴史公園の開演プレイベント

として古墳の麓に小さな建築物 8 体が実現。

2018 年は伊勢神宮、2019 年は出雲大社、今

年は「建築の聖地」と呼ばれる東大寺大仏殿で

の開催となった。 

 8 つの班のうち第 3 班と第 8 班の建築素材は

竹だった。9 月 10 日、景観グループは「なら

やま」を訪れた学生 5 名に竹の切り出しを指導。

設計図に沿う寸法に小間切りした 150 本余り

の竹を大仏殿まで運んだ。また、第 3 班が作品

に使った植生は、森林整備課の依頼で、展示後、

「ならやま」で育てることになった。 

 当会にご縁のできた 3 つの班のうち、まず第

3 班。 お水取りの “お松明”や“炎”からヒ

ントを得た「灯（ともしび）」。割竹を使った作

品で、二月堂境内に展示した。 

第 8 班のタイトルは「ユレウゴクモノ」。東

大寺・大梵鐘前の広場に展示。当初の構想は、

煩悩を自覚する意味を込めて 108 個の石材を

吊るす企画だった。事前の会合で講師から「一

番メーンの鐘の音をなんとかしたいという発想

はとても面白い。どう向き合うか、もっと深く

考えたら」との助言を得て、グループで協議を

重ねた結果、当初と大幅に発想を転換。「ユレウ

ゴクモノ」のコンセプトとして、1200 年以上

も毎日鳴ってきた鐘の音。それを、今を生きる

竹筒でどう共鳴させるか考えた。竹筒を鐘の撞

く位置を向くようにひねりを加えて重ね、それ

を合掌するようにもたれ合わせて造形した。三

つのそれぞれの層は、鐘

の音の周波数に合わせ

た長さにした。リーダー

の佐伯君は「異なる筒に

耳を当てれば、異なる音

色が聞こえます。変化す

る音を愉しんでもらえたら」と熱く語った。天

平の鐘の音と令和の 100 本の竹がどう共鳴し

たのだろうか。 

 第６班は、生命の誕

生を思わせる植物の種

から形を構想。板状の

端材の隙間に植生を植

えた。人間だけでなく

多くの生き物とも繋がる建築物とし、「繋ー植

物か建築かー」のタイトルで講堂跡に展示し

た。植生が展示後「ならやま」で育つことにな

り、メンバーたちは、「環境の繋がりや植物の

サイクルに注目したので、苗木が奈良の地に根

付くのは大変うれしい」とにっこり。 

 当会の創立 20 周年記念モニュメントの制作

に、会員「１万２千歳の知恵」に加え、学生諸

君の斬新なアイデアを拝借したいものだ。 

註：「一万二千歳の知恵」＝昨年８月、朝日新聞

『天声人語』が当会を紹介し「会員 170 人に年

齢を掛ければ、知恵と経験は延べ一万二千歳を

超す」と評した。 



              ネイチャーなら・第２25 号（２）               Nov.2020 

Monthly Repo.  ならやま       
  

徳地 恵男 

9 月 24（木）  活動  曇り    84 名 

コスモス畑は今が満開、日ごろの花班の手入

れの賜物である。今日から朝の打ち合わせでリ

ーダーが活動予定の発表をし、一日のまとめと

なる終わりの会を開いて成果を報告するように

なる。やっと「ならやま」の日常が戻ってきて

いる。里山Gは下草刈りと林内区画調査をする。

エコ G はダイコンの間引きと土寄せ、春菊など

葉物野菜の種まきをする。肥料ミキサーを初使

用するが

使い勝手

がよい。

景観 G は

彩りの森

の除草を

終える。

ビオ班は

枯草の除去と水路の泥上げ、花班は伸びた枝の

剪定、ハボタン用の畑づくりする。パト G はコ

ース３を整備、水路の側壁建て。果樹 G はコゴ

ミの植え付けをする。併せて午後から「ならや

まプロジェクト委員会」を開く。懸案になって

いた荷物を置く棚が３つ作成され設置される。

ひとつずつ改善されていくことが嬉しい。 

 

１０月１日（木）  活動 晴れ 77 名 

見学者 1 名 実習生 4 名 

近大生 2 名 大学生 2 名 

今日から出席表に自分の活動する場所を記入す

るようにする。緊急時に連絡が素早くできる。

朝の打ち合わせで今年度初めて来たシニア自然

大学校の 4 名の実習生が紹介される。月初めに

実施する協働活動はジュズダマ近くの水路の整

備を行う。里

山 G は枯れ

枝整理を含

めて林内整

備と区画調

査をする。エ

コ G は畑に

肥料とチップを入れ、サツマイモの収穫を始め

る。景観Gは協働作業と自転車道側面の草刈り、

ビオ班は池周辺の草刈り、水生生物調査をする。

花班はハボタンの植え付けをする。パト G はコ

ース４の倒木処理と水路改修、果樹 G はイチジ

ク、クリの収穫、苗床の設置を行う。 

 

10 月８日（木） 雨天のため中止 

 

10 月 15 日（木） 活動 晴れ  90 名 

         実習生 2 名 近大生 2 名 

さわやかな秋晴れ、やっと活動しやすい気候

になる。朝の打ち合わせの後、参加した 9２名

がラジオ体操に気持ちを合わせる。続いて「山

もり・てんこ森」イベント参加者の打合せをす

る。里山 G は枯れ枝整備を含めて林内整備と枝

のチッパー作業をする。エコ G は佐保台小学校

児童の稲刈りに向けた準備、稲架けの竹を組む。

景観 G は佐保自然の森の除草、竹林の検地を行

う。ビオ班は

タナゴ、タガ

イの育成調

査、花班は皇

帝ダリア、花

ナス園の草

取りと整理

を行う。パト G は観察路の草刈りおよび水路の

改修工事を進め、果樹 G は実りの森の除草、器

具収納小屋設置場所の整備をする。終わりの会

で作業中に会員がハチに刺された事案が報告さ

れる。 
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 ◆久しぶりの里山 

高城 光一  

のっけから私ごとで恐縮ですが、ここ 8 カ月

ほどアレルギーと血尿と肩の筋肉痛が続き里山

の活動に参加できませんでした。まだ完治して

おりませんが 8 カ月ぶりに復帰しましたので、

しばらく振りに見た里山の感想を述べてみたい

と思います。 

 山には危険が 

今回執筆担当になったのでネタ探しのため、 

活動日の前日一人で薪割り場から山に入ろうと

したらいきなり蜂の羽音、見ると 1 匹のスズメ

バチが「立ち入り禁止」とばかり威嚇している

のです。慌てて逃げ戻りましたが山にはマムシ

もおり、こんな人里近くの里山でも危険がつき

ものだとつくづく感じた次第です。 

 薪事情の変化 

遅ればせながら、青木さんに注文すると既に

6 人ほどの予約の先行があるとのこと。加えて

コナラの原木が枯渇してきたとのこと。原木事

情につき杉山さんに伺うと、山の整備は今後一

定区画ごとの皆伐方式に切り替えるので、コナ

ラ以外のソヨゴなどの雑多な樹種が薪に回ると

のこと。コナラやクヌギは熱量が高く、火持ち

がいいので薪として重宝されるが、雑木を使う

場合は売り方を見直す必要がありそうです。 

 コナラの幼木が順調な生育 

コナラやクヌギはどんぐりを発芽させ、幼木

を育て植樹されていますが、5 年ほど前に植樹

されたコナラの幼木が立派な若木に成長してい

るのが目に留まりました。皆伐され太陽光に恵

まれた土地に植樹されると成長が早いものです。

ところでこの前の冬、ここのコナラは枯葉をつ

けたままのヤツが目につきました。落葉は広葉

樹にとっては低温と強風から身を守り、不要な

物質を廃棄するトイレのような役割をもってい

るそうです。なぜここのヤツは落葉しないのか

どなたかご教授下さい。  

 
 

◆家のナスの病気    

田中 暉英 

我が家の裏庭の菜園は、近所の建物が迫って

いる風通しの悪い狭い土地。そこに多くの種類

の野菜を密集、密着して植えている。コロナ感

染を防ぐために人に避けるように言われている

三密と同じ状態。今まで何度も夏野菜、特に唐

辛子、ナス、トマト等ナス科野菜が青枯れ病や

半身萎凋病（はんしんいちょうびょう）にやら

れている。これらの病気は土壌中で根から感染

する。おそらくこの密な状態も原因の一つ。狭

い土地で連作を避けながらこれらの野菜をうま

く育てるのはなかなか難しい。何かヒントはな

いかとネット検索で野菜の病害について調べて

みた。「野菜の病害発生の三要因」という記事に

よると主因は病原体の存在、素因は植物の元々

の素性や状態（性質や体力）、誘因は環境条件で、

この三つが揃うと病気になる。病気を防ぐため

には、この三つが揃わない努力をすればよいと。 

病原体は 8～9 割は俗にカビと呼ばれる菌類、

細菌は一割未満、残りがウイルス。病原菌はど

こにでもいて絶つことはできない。素因を断つ

方法は病害に強い品種や、病害に強い台木を用

いた接ぎ木苗の採用。根張りを良くして健全生

育促進させて抵抗性を高める等々。今年ナスを

植えるにあたり、接ぎ木苗とし、ある家庭園芸

誌の記事を参考に肥料をどっさり入れて植え付

けた。3 株を株間 80 ㎝とし 1 株当たり元肥に

ボカシ肥料を 600 ㏄と堆肥を移植ゴテ一杯。植

える場所の半径 30 ㎝×深さ 15 ㎝の土に混ぜ

た。それでも梅雨のころに半身萎凋病になった。

台木のトルバムが伸びていたので体力をつける

ため高さ 40 ㎝くらいまで伸ばした。ナスの枝

を緩い切り戻しをした結果、何とか持ちこたえ

今は秋ナスも採れている。来年は土壌感染から

くる病気を完全に防ぐため、消毒した土を使っ

て肥料の空袋等を利用した袋栽培も 1 株くらい

試してみようと思っている。 

里山グループ エコグループ 
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◆水のネットワークを！  

   羽尻 嵩 

人間は「生態系の多様性」があってこそ生き

られる。多様な生態系を守る上でのキーワード

は、①「緑のネットワーク」と②「水のネット

ワーク」ですが、②について具体例をあげます。 

 私の出身の豊岡市にコウノトリがいます。こ

の鳥は人間と同じく食物連鎖の頂点にあり、人

間の農作物に多少の被害を出しますが、人間に

害を与えるイナゴやネズミ、モグラを食べてく

れるので、人間と共に生きていましたが 1971

年に豊岡のコウノトリは絶滅してしまいました。 

 豊岡市では生態系の頂点にいるコウノトリの

保全は地域の多様な生物相を保全することにな

るため、積極的に保全計画を推進することにし

ました。ロシアからコウノトリの雛 6 羽をもら

い受け、ケージ内で何とか産卵に成功し（1989

年）、野生コウノトリを増やすまでになりました。 

野生コウノトリは日本各地に飛来もして

200 羽にまで増えています。絶滅した原因は、

農薬散布とコウノトリの餌になる魚類の減少に

ありました。魚類の減少の大きな原因は川から

田んぼへの「魚道のつながり」がなくなったこ

とです。1970 年代の田畝整備事業は農業の合

理化を進めたが、田んぼにつながる水路に高い

段差ができて魚が川の奥地まで遡上していくこ

とができなくなりました。魚類の生態系が破壊

されました。コウノトリを蘇らせるため、豊岡

市はまず川（円山川）から魚が田んぼまで遡上

できるよう魚道を造りました。魚道の遡上道が

できたことにより水のネットワークが広がり、

田んぼの餌場が増えて、コウノトリの繁殖が増

えていきました。無農薬で湿地も増やし、冬で

も田んぼに水を入れ（冬期湛水）、「コウノトリ

を育む農法」を始めました。今、米はブランド

米として高値で販売されています。観光客も増

えました。子供も大人も心が優しくなりました。 

 

 

◆果樹グループは夢がいっぱい 

豊田 治代 

シニア自然大学校の実習生として昨年の初

夏に初めてこの会を見学させていただいた時、

会員の皆さんがとっても生き生きとされていて、

ここは、まさにシニアの楽園だなあって一目惚

れしました。自宅のすぐ近くにこんな素晴らし

い場所があるなんて、もっと早く知りたかっ

た！ 

  それからちょうど一年、会員にしていただき、

この度果樹グループに入れていただきました。 

  私には、柳生近くの里山に、先祖からバトン

を渡されたかやぶきの家があります。家の周り

には、柿、栗、枇杷、柚子、梅、キーウィ等々、

親や祖父母たちが丹精を込めて植え育てたに違

いない果樹があります。知識も経験もない私に

は、お世話するすべもなく、申し訳ない状態に

なっています。果樹グループでいろいろ教えて

いただきたいと考えたのです。 

  入ってみたら、驚くことばかり！皆さんとっ

ても物知り！お元気！夢がいっぱい！何も知ら

なく、何の役にも立てず、すぐに疲れてしまう、

口だけは達者な軟弱者の私に、一つ一つ教えて

いただいています。刈払い機の使い方などは繰

り返して手ほどきしていただきました。 

  十数年前にならやまプロジェクトを立ち上げ

た先輩方、お言葉の一つ一つが勉強になります。

水曜日の夜に、イソイソと準備している私に孫

娘が遠足の前の日みたいやなぁって言います。 

事情があって一人での生き方を模索してい

た私に、素晴らしい仲間に出会うことができ、

ワクワクしています。教わったことを自分の物

として、皆さまのお

役に立 てるよ うに

成長し たいと 考え

ています。 

景観グループ 果樹グループ 
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令 和 ２ 年 度 「 山 も り ・ て ん こ 森     

～山・川・海の恵みを未来へ～」レポ 

  

 冨江 文雄 

 

10 月 18 日（日）10：00～15：00 

奈良県森林技術センター（高取町） 

ポスト：全国豊かな海つくり大会イベント 

に参加しました。 

出展は竹材を使っての自然工作で、ぶんぶん

コマ作りを中心とし、‘数珠玉’のブレスレット

をお土産として参加者にプレゼントしました。 

当日、前夜まで降り続いていた雨もあがり 

少し肌寒く感じる程でいよいよ本格的な秋に入

ったことを実感しました。 

会員の有志 10 人が３台の車に分乗して、８

時 30 分には予定通り会場に集合。 

イベント開始の 10 時前には設営を終わり来

客の入場を待ちました。 

新型コロナ対策を厳重にするため、来場者は 

ゲートで全員体温測定が行われ、マスク着用を

チェック、出展スタッフ一同にはフェイスシー

ルドが配られ、また客のソーシャルディスタン

スの確保等々の制約がありました。 

（スタート前の会員） 

開場を期してたくさんの来客があるものと

期待していましたが、当初出足が鈍く、手持ち

無沙汰の観がありました。30 分過ぎのあたり

から徐々に増え始めると共に、会員が積極的に 

来客の勧誘も行い、特に子供たちに人気の出し

物ゆえに親御さんを交えての工作は、まずは竹

ブレードの色付け、紐とおし、できたコマの試

技の指導を行いました。 

色付けを見ていると、子供たちの個性が何と

なく出ているのが分かります。明るい色を好む

子供、暗く沈んだ色しか塗らない子供、ほとん

どが小学低学年でしたが、既に個性が出てきて

いるように思えました。 

（男の子の色塗りを見るスタッフ） 

 

今回のコマは孟宗竹を適当な大きさに切り、

入念にサイズ合わせをして、バランスを考えて

作成された村上さんの労に負うところが大であ

りました。 

初めは回すのに苦労していた子供が会員の

指導で、‘コツ’がつかめ、ブンブン音を出すと

大喜びでした。 

お土産に出したブレスレット、数珠玉をみて

懐かしく感じるお母さん方からどうして入手し

ているのかとの質問がありました。確かに最近

ではあまり見なくなったのは事実であります。 

用意していた８０組のぶんぶんコマの内６

０組が消化されました。だいたい予想された通

りの結果であったと考えられます。 

午後になって急に来客が少なくなり、午後３

時を待たずに終了しました。 

参加者が地域の住人に限られ、多くを期待で

きないのは致し方ないとは思います。 
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   ジュズダマに恋して                

          桜木 晴代                 

 シニア自然大学校卒業後の班

の同期会で訪ねた浄瑠璃寺のバ

ス停近くの小川沿いにジュズダマを発見。おそ

らく、小学生時代以来の再会だったのでは？懐

かしさのあまり、色づいた粒を摘み始めたが、

御一行は先へ先へと。数粒しか手にいれる事が

できなかったこの時の無念さが、私のジュズダ

マへの思いに火をつけたようだ。 

 その後は、私の思いを聞き知った友人たちの

ジュズダマ情報に基づき西へ東へと採取の旅が

始まった。大和川の土手、飛鳥、能勢電鉄の笹

部までにも行き、探しあてては夢中で採取した。 

 さて、活用するには？ジュズダマを子どもた

ちに、観察や、手づくりで楽しんでもらおう、

と考え、穴を開け、ブレスレットにする事を思

いついた。イベント時に工作として、あるいは、

土産として活用されることになった。 

 しかし、前の年には、沢山採取できた水路沿

いのジュズダマが、色づかないうちに刈られて

しまっていることもあり、安定供給のためには

栽培しか方法はないと思うに至った。 

 ならやまには、「勝手に植物を持ち込んではい

けない、又ならやまにふさわしい植物でなけれ

ばならない」との掟が。許可を得るべく数人の

関係者に説明し、許可を得て、数粒を撒いた。

はたして芽は出るのだろうか？育つのだろう

か？活動日の度に観察。ある日、今は亡き川井

さんが、「どうかね、うまく育ちそうかね？」と

優しく声をかけてくれ、気にかけてくださって

いる事がとても嬉しかったことを思い出す。 

 ２、３年後にはかなり繁茂し、沢山の収穫量

を楽しみにしていたところ、生い茂る厄介な草

と思った草刈り隊に一部刈られてしまった。 

 そこで、塩本さんに囲いをお願いしたところ、  

快く引き受けてくださり、今も健在の頑丈な囲

いが誕生した。 

 あれから 7 年くらいになるのだろうか？今や

枠をはみ出し、我が物顔のジュズダマと化して

しまった。ご近所の皆さまへの迷惑が多大に。

山本美智子さんと、今年は必要量を推定して残

し、その他は、間引くことに決めていた。           

ところがコロナ禍。活動再開時には既に生い茂 

る状態に。 

今後の維持管理について山本さんと考え、悩ん

でいたところ、「幹事会で、“栽培範囲は囲い内

のみ。イベント時の子どもの観察及び採取の環

境を整える担当は、パトロールグループ”と決

定した」との報告をグループ長から受ける。 

“ひとりぼっちのジュズダマプロジェクト”か

ら二人、数人と広がったジュズダマの維持管理

が、会のものとなったことは、今後を心配して

いた二人にとっては、この上ない喜びである。 

 

ジュズダマの収穫・管理 

＊9 月から（茶やグレー・黒に色づいた粒を採

取。それぞれの粒の、異なる色が魅力的） 

＊数日天日干し・虫退治のため煮沸・再度天日

干しし保管 

 
左：ドリル 中：穴あけ 右：新たに製作中の  

お手玉（子どもの昔遊びに） 

穴あけは 10 分で 35 個前後 

 

工具及び材料の主な購入先（2020 年時点） 

ドリル（D C M ダイキの充電式ドリル） 

2728 円が最適（前転・後転が楽） 

ドリルの刃（1.8 ミリ） 

    ロイヤルホームセンターのみ扱いあり 

ビーズ（A B C クラフトの 200 個 100 円から 

    200 円の大きな穴のもの） 

ゴム（ダイソーの三色又は白や黒の極細）  

◎以上は桜木が探し回った結果であり、他にも、 

 適当なものがあるかも知れません。  

 今後共、ジュズダマの活用を！ 
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私のふるさと 

 

藤原 勲 

私は大阪生まれの大阪育ちです。 

子供の頃は大阪市の南東の生野区小路とい

う長屋住宅や町工場、鍼灸（しんきゅう）院や

空手道場、豆腐屋や駄菓子屋等が混在する下町

で育ちました。近所には公園や川や畑等もなく、

歩いて 10 分程の小学校の隣にある神社の境内

の大きな楠の木と裏手の繁みがその辺りの緑と

いえるものでした。この楠に神社の守り神の大

きな白蛇がいると言われていて、学校帰りに友

達と何回も登ったり、昼でも薄暗い神社の裏手

の繁みで遊んだりしていましたが、遂に白蛇に

遭遇することはありませんでした。 

終戦間もない貧しく物のない時代でしたが、

親の苦労等には無頓着で校庭や境内や路地裏で

一日中遊び回っていました。そんな遊び友達や

学生時代の友達、特にラグビー部の仲間は生涯

を通しての親友になりました。 

その後、結婚して大阪府吹田市の千里山で住

むようになりました。この辺りは 1970 年に開

催された大阪万博に向けて丘陵地帯が開発され、

市営地下鉄も新大阪駅から千里中央まで延伸、

阪急電車も北へと延びていきました。 

しかし、まだ自然が多く残っており私の家の

裏手にも竹林が続き、町の名前も千里山竹園町

でした。家から少し行ったところには自然の丘

陵を残した大きな公園がありました。遊具など

はなく芝生や広場でバレーボールやバトミント

ンをしたり、丘や林や池の周囲を駆け回ったり、

子育てには大変良い環境でした。桜や紅葉もき

れいで両親なども呼んでよく花見をしました。 

そんな折り、阪神淡路大震災が起こり今まで

に経験したことのない惨事を目の当たりにしま

した。テレビやラジオでは神戸方面やその他の

被災地の状況が伝えられ、時間の経過と共に

次々と悲惨な状況が画面に映し出されてきまし

たが、吹田市を始め北摂地域もかなりの被害が

出ていました。会社では出社できない社員も多

くその安否確認や情報収集に当たりました。被

災地方面に住む社員や、得意先、取引先、関係

機関等を車で状況を確認に行きました。終戦直

後の空襲に遭った町の様子は覚えていませんが、

今、目にしているような状況だったのだろうか

と想像しました。道路の両側の建物が倒壊した

りゆがんだり、１階部分がつぶれその上に２階

部分が乗っかっていました。あちらこちらで焼

け跡の残り火や煙が立ち上っている。車の中か

ら見た空が、やけに広く大きかったのを今でも

鮮明に憶えています。 

それからしばらくして子供も大きくなって

大阪市北区の中崎町に引っ越しました。家の目

の前に扇町公園があり、歩いて 3 分程で日本一

長いと言われている全長 2.6km のアーケード

が続く天神

橋筋商店街

があ りまし

た。天気の

良い日は扇

町公園でジ

ョギングや

散歩をしましたが、雨の日は商店街の端から端

まで傘を持たずに歩いたりしました。 

大阪は食い倒れの町といわれるだけあって

ここには和洋中のおいしい物、珍しい物などた

くさんの店があり、環状線天満駅近くには大き

な市場もあり食材も豊富でよその町から買いに

来る人もたくさんいたようです。駅裏の入り組

んだ路地には串カツ屋、寿司屋、居酒屋、お好

み焼き屋、立ち飲み屋が軒を並べ、午前中から

多くの人が食べたり飲んだりしています。店の

中では隣り合わせに座った知らない人とも阪神

タイガースの話などあちこちで盛り上がってい

ました。気取らず肩肘の張らない気さくな庶民

の町というぬくもりの感じる懐かしい場所です。 

そんなこんなの大阪が私の故郷です。 
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明るく・楽しく・無理をせず 

 
 

活動日： 毎週木曜日 9：00～15：00 

（前日水曜日、19 時前の NHＫTV 天気予報にて午前中の降雨確率 

60％以上の場合は翌金曜日、木曜日の同予報も同様であれば金曜日も中止） 

場 所：奈良市佐紀町、奈良阪町、法蓮町、法華寺町にまたがる約 16 ㏊の里山林地 

アクセス：ＪＲ平城山駅下車：東口から南へ徒歩 10 分 

または、奈良交通バス亭「佐保台西口」又は「平城大橋」から徒歩 7 分 

携行品など：弁当、飲み物、軍手（作業用具は現地で用意）お椀、コップなど 

お問い合わせ：冨井 

 
 
 

11 月の活動について  

  5 日：協働活動日・佐保自然の森竹林整備・アダプトプログラム  

26 日：備品点検日 

 

11 月 各グループ活動予定  

グループ 活 動 予 定 

里 山 里山：部分皆伐（含チッパー作業）／植樹地域の下草刈り／里山林内調査（区画

ロープ補修等）／マキ割り／榾木用コナラ伐倒（約 20 本） 

ユート:特用林産物実験区整備 

エコファー

ム 

タマネギ、エンドウの畑畝作り／大根、葉物野菜の追肥／タマネギの植付 

エンドウ、スナップエンドウ、一寸そら豆の播種／冬野菜収穫と跡地のチップ

入れ／ボカシ肥料づくり／かぼちゃ畑の撤収と整備（土壌改良） 

景 観 整備：佐保自然の森竹林整備／ミツバチ巣箱周辺の草刈り 

ビオ班：水路、池改修整備／西池水生生物調査 

花班：モミジアオイ園剪定／花ナス撤去、茗荷園剪定／花班：山野草園 

   日陰植物園剪定／草取り 

パトロール ミーティング／観察路笹草刈り／緑陰広場整備（真砂土搬入、転圧）／展
望広場草刈り／観察路点検整備／展望広場整備工事／コース：１２３４ 

果 樹 器具収納小屋の設置／苗木の植え床設置／柑橘類への施肥／実りの森の

除草／苗木の植え込み 

 

ならやまプロジェクト 
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行 事 案 内
 

 12 月月例研修会のご案内 

◆當麻寺・二上山（雄岳・雌岳）に登る 

今年度初めての月例研修会は、密を避けて紅

葉を見ながら當麻寺を訪ね、大津皇子のお墓が

ある雄岳及び雌岳の二上山登山を実施します。 

登山といっても、登りは１時間弱なのでどな

たでも楽しめると思います。 

 

 

 

 

 

 

〈実施要領〉 

1．日 時：12 月 1 日（火） 

2．交通機関：近鉄 大和西大寺 8:21 発  

     近鉄橿原線 急行 橿原神宮前駅行 

橿原神宮前駅乗り換え、8:56 発 

   近鉄南大阪線 普通 古市駅行 

   当麻寺駅下車 9:14 着 

３．集 合：近鉄当麻寺駅改札口 9:30 

４．持ち物：弁当・飲み物・ストック・雨具 

５．雨天の場合：降水確率 60％以上中止 

６．行 程：当麻寺駅 9:40 出発→當麻寺 

 境内を経て黒門→山口神社・傘堂→當麻池 

 →烏谷口古墳→祐泉寺→これより登山道 

 雄岳と雌岳の鞍部→雄岳・大津皇子の墓 

 雌岳（ここで昼食）→岩屋峠→祐泉寺→ 

 當麻寺（中将姫の墓）→近鉄当麻寺駅 

 駅には 15:00 頃戻る予定 (約 8.4km) 

7. 世話人：中井 羽尻 冨井 戸田 

8. 申し込み：冨井忠雄 

  携帯電話  

    

 當麻寺中之坊、奥の院は拝観料が必要です。 

 お土産は、中将餅 けはやダンゴが有名。 

 

 

 

杉山 征人・潤 子 

清貧に甘んじ、酒を愛し、詩を賦しては己の

志を楽しむ、陶淵明が理想として抱いた人物：

五柳先生に倣った生き方に憧れてきました。 

学生期は自分づくり、家住期はエンジニヤと

して物づくり、林住期は教育分野で人づくりを

生業としてきました。３月に仕事を辞め、残り

少ない人生の遊行期を、世を捨てて隠棲し、

畑を耕し、酒を楽しみ、書を読んで暮らすはず

が･･･････。世俗との関わりからは解放された

ものの、自由に生き、遊びの感覚で精神的に放

浪するためには、気力・体力そして強靭な精神

力が必要であることを痛感しました。怠惰な日

常生活から脱却し、毎日をいかに過ごすか、模

索中のところ、「奈良・人と自然の会」を知りま

した。晩年を自然づくりで締めくくるのもいい

かなと思い、入会させていただくことにしまし

た。滋賀県の湖西・比良から２時間かけて通う

ことになりますが、どうぞよろしくお願いします。 

  (征人) 

吉川さんにご紹介いただきました。夫だけと

思っていたのですが、夫唱婦随で私も入会して

しまいました。運動不足と肥満のため腰と股関

節が不調で活動にはあまり参加できないと思い

ますが、よろしくお願いします。私は登美ヶ丘

在で夫は週一度の帰宅出張となります。(潤子) 

***************************************** 

 

＊ ならやま活動（木）  

   3 日 協働活動日 ／ 10 日 芋煮会  

＊ 月例研修会  

１日（火）當麻寺・二上山（雄岳・雌岳）  

＊ 歴史文化クラブ 

 15 日（火）地元史と座学 

    廃仏毀釈（興福寺と大安寺の場合） 

12 月ならやま活動＆行事予告 
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2020 年 10 月度幹事会報告 

日時：9 月 29 日（火）14:00〜16:30 

場所：奈良市中部公民館 4F 第 2 講座室 

参加者 20 名、欠席者 1 名 

Ⅰ会長挨拶 

 コロナ禍により助成金提供者が減少し、助成金

を期待することが厳しい状況になりつつある。 

Ⅱ会計、総務部より 

１．会員動向：３名退会２名入会で 173 名 

２．会計報告：会計資料、支出項目説明他 

  繰越金が急速に減少しつつある。 

Ⅲ 活動・行事関係・懸案・確認事項 

1.3 ヵ月スケジュール 

 ・新蕎麦まつり（11 月）、忘年会は中止 

芋煮会は忘年会を兼ねる形でできれば開

催したいが今後の検討とする。 

 ・味噌汁提供はできれば 11 月から実施し

たいがコロナ対策が徹底できるかどうか

今後検討する。 

 ・新春講演会は実施予定。ならやま研修会

との組み合わせも検討する。 

２．ならやまプロジェクト関係 

  ・10 月から参加者名簿にどのグループの

活動に参加するかを記入する（マグネッ

ト名札は取り止め）。 

  ・助成金関係：展望広場予定地の草刈りと

整備、佐保自然の森他竹林整備など下半

期の作業負荷がかなり大きくなる。 

  ・イベント：18 日山もり・てんこ森、22

日稲刈り、24 日芋掘りイベント 

Ⅳ 企画、助成関係事業案件 

１．20 周年記念誌は来年度末くらいに発行

することで検討中。 

２．木々の図録は 153 種について約半数の同

定が終了し推敲中。 

３．各種助成金・交付金事業について 

  予算と作業の進捗を確認。担当者は進捗

の遅れに留意して計画管理を。 

         以上 

＜恋しいスポーツ＞ 

今年も残り 2 カ月程となりました

が、新型コロナウイルスの影響は続

き、会の行事の多くが中止となっています。当

然、行事に関しての掲載も少なく、編集担当と

しても紙面が淋しくならぬよう苦労しています。

淋しいと言えば、今やコロナ禍で全ての分野が

制約を受けています。 

スポーツも影響は大きく、東京オリンピック、

高校野球、プロ野球、サッカー、テニス、陸上

競技・・・・から身近な市民スポーツや果ては

軽いジョッギングやウォ－キングまで、眞に全

てのスポーツが制約されています。いろいろな

大会も中止や延期になるほか、開催できたとし

ても大きな制約を科せられています。会員の皆

さまも、お身内の方を含め、今も何かスポーツ

をされている方は大勢いると思いますし、ご自

身はされなくとも、観戦も含めれば全く興味が

ないという人はいないのではないでしょうか？

本当に淋しいものです。 

 スポーツをコロ

ナ禍以前と同じよ

うに満喫できる日

は戻ってくるので

しょう

か？そ

の日が

早く来る事を願うばかりです。そして「ネイチ

ャーなら」も、早く賑やかに・・・・。 

 

発行：奈良・人と自然の会 

URL ： http://www.naranature.com 

 編集代表 Mail: editor@naranature.com 

 

表紙写真：水路工事完成近し（緑陰広場拡張） 

子供たちが広々と活動できるように、緑陰広場

を拡張する水路工事がようやく完成する。 


	p0表紙2011ｖ001
	p1  壮春力歩　V009
	p2  マンスリーレポ11月号v004
	ｐ３（里山、エコ）v00４
	ｐ４（景観、果樹）v00４
	p5  山もりてんこ森v00３
	p6  字遊字感　ジュズダマに恋してv002
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